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構造を得ることが困難で，光導波路形素子として用いられることが遅れていた。 本研究では， H+ イ
オン注入によって CdTe 表面にキャリア濃度減少層を生じさせ，近赤外域1. 15μm における光導波
路，及び， H+注入層の電気光学効果を用いた導波路形光変調器を作製することができた。それらは熱
処理を加えられることなく光導波が可能で、あり，また熱的に非常に安定な特性を示した。次に三次元







レジストに得られたパターンを精度よく， しかも，深く CdTe 表面に堀り込むことを可能にした。電
子ビーム露光によって試料表面のレジストに直接描画されたパターンから試作したリブ形の光方向
性結合器において，1. 8μm の段差をつけられたリブ形の端面の凸凹は約 700 A に押さえられ，導波路
。。円、
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ることにより， CdTe 単結晶上に 3 次元の精密加工を行ない，リブ形の光方向性結合器の試作に成功し
た口特にシンクロトロン軟X線リソグラフイにおいては，巾 0.2μ，高さ 2.2μ の壁を 0.5μ 間隔で、数mm
角にわたって刻印することに成功した。
このように本研究は CdTe 単結晶の光集積回路用材料としての有用性を示すとともに，他の分野
にも広く応用される各種微細加工技術に関する知見を与えるものであり，博士論文として価値ある
ものと五忍める。
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